
清
水
則
夫

三
浦
國
雄
監
修

二
〇
二
二
年
二
月
刊
行

b

二
五
〇
年
以
上
に
及
ぶ
山
崎
闇
斎
学
派
の
学
統
の
証

|
明
治
〜
大
正
時
代

に
崎
門
三
傑
の
一
人
・
浅
見
絅
斎
の
遺
著
を
整
理
し
て
集
大
成
し
な
が
ら
、

一
〇
〇
年
以
上
も
秘
蔵
さ
れ
て
き
た
幻
の
全
集
の
待
望
の
公
刊
。



　

ま
い
た 

あ
つ
し　

文
久
元
年―

大
正
十
一
年（
一
八
六一―
一
九
二
二
）

長
州
の
松
本
村
（
現
山
口
県
萩
市
）
に
生
ま
れ
る
。
幼
少
期
か
ら
漢
籍
の
素
読
を
受
け
、

ま
た
松
下
村
塾
で
玉
木
文
之
進
ら
の
教
え
を
受
け
た
。
明
治
九
年
、萩
の
乱
に
加
わ
り
、

刑
死
を
免
れ
る
も
萩
を
追
放
さ
れ
る
。
東
京
の
電
信
修
技
校
に
入
学
し
、
卒
業
後
の

明
治
十
三
年
に
官
吏
と
し
て
桑
名
に
赴
任
、
同
地
で
秋
山
罷
斎
の
門
下
と
な
り
崎
門

学
を
学
ぶ
。

明
治
二
十
三
年
、私
淑
し
て
い
た
絅
斎
の
全
集
編
纂
を
志
す
。
翌
年
、道
学
協
会
の『
道

学
遺
書
』発
刊
、
盟
友
・
吉
田
英
厚
と『
桑

名
前
修
遺
書
』
の
刊
行
な
ど
を
手
掛
け
、

同
二
十
八
年
よ
り
任
地
で
私
塾
・
脱
然
書

院
を
創
設
し
て
講
学
・
教
育
に
努
め
た
。

大
正
二
年
、
浅
見
絅
斎
先
生
遺
著
編
纂
会

が
設
立
さ
れ
、
本
格
的
に『
全
集
』の
編
纂

を
開
始
、
二
年
後
に
一
応
の
完
成
を
見
る
。

大
正
十
一
年
、
小
石
川
の
自
宅
に
て
死
去
。

 

三
浦
國
雄
「
跋
」
よ
り

浅
見
絅
斎
は
こ
れ
ま
で
、
そ
の
著
『
靖
献
遺
言
』
を
中
心
に
大
義
名
分
や
尊
皇
論
、
そ

れ
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
い
っ
た
観
点
か
ら
語
ら
れ
て
き
た
。
そ
う
い
う
論
じ
方
は
、

実
は
絅
斎
思
想
の
一
面
的
な
把
握
ま
た
は
誇
張
で
あ
る
こ
と
が
近
年
明
ら
か
に
さ
れ
つ

つ
あ
る
。…

…

絅
斎
に
私
淑
し
て
い
た
舞
田
敦
は
、
絅
斎
の
な
か
に
最
も
ま
っ
と
う
な

儒
学
精
神
を
見
出
し
て
共
鳴
し
た
か
ら
こ
そ
、
そ
の
全
集
の
編
纂
と
出
版
と
い
う
難
事

業
を
思
い
立
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
敦
は
「
浅
見
絅
斎
先
生
遺
著
編
纂
会
」
の
名
に
托
し
、

「
近
歳
学
術
多
岐
ニ
渉
リ
テ
聖
道
漸
ク
隠
晦
シ
、
世
風
智
巧
ヲ
競
フ
テ
人
心
軽
浮
ニ
趨
ル
。

特
ニ
大
義
名
分
ノ
学
ニ
至
リ
テ
ハ
幾
ン
ド
昏
昧
弊
塞
ス…

…

」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
彼

自
身
の
絅
斎
理
解
も
旧
套
を
出
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
彼
は
、

「
大
義
名
分
ノ
学
」
の
抜
粋
集
で
は
な
く
、
前
人
未
踏
の
全
集
編
纂
を
成
し
遂
げ
、
さ

ら
に
続
編
ま
で
構
想
し
て
い
た
。…

…

敦
が
全
集
編
纂
に
志
し
た
の
が
明
治
二
十
三
年

（
一
八
九
〇
）、
一
応
の
完
成
を
見
た
の
が
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

本
書
が
日
の
目
を
見
る
ま
で
百
年
に
余
る
歳
月
が
流
れ
た
こ
と
に
な
る
。

【
本
稿
本
の
概
要
】

◉
本
稿
本
は
浅
見
絅
斎
先
生
遺
著
編
纂
会
の
中
心
を
担
っ
た
舞
田
敦
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た『
絅

斎
先
生
全
集
』
全
六
十
冊
（
大
正
四
年
に
完
成
・
未
公
刊
）
の
「
影
印
」
と
、
監
修
者
に
よ
る

詳
細
な
「
解
題
」
で
構
成
さ
れ
る
。

※

『
絅
斎
先
生
全
集
』
は
平
成
二
十
四
年
、
舞
田
家
よ
り
大
東
文
化
大
学
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。

◉『
絅
斎
先
生
全
集
』
は
各
資
料
の
底
本
の
明
記
、
異
本
と
の
校
勘
、
末
に
は
舞
田
自
身
の
識

語
も
記
さ
れ
る
な
ど
、
手
続
き
上
、
現
在
の
書
誌
学
的
観
点
か
ら
し
て
も
全
集
と
呼
ぶ
に

ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
が
、い
く
つ
か
の
問
題
点
も
含
ま
れ
る
。
今
回
の
出
版
に
あ
た
り
、

こ
の
全
集
を
将
来
「
正
確
な
校
本
を
提
供
」
す
る
足
掛
か
り
と
す
べ
く
、
全
集
に
残
る
問

題
を
洗
い
出
し
、
現
存
諸
本
の
情
報
を
整
理
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

◉
本
稿
本
の
最
大
の
特
色
は
、
講
義
筆
記
の
充
実
に
あ
る
。
先
行
す
る
遺
文
集
の
類
と
比
較

し
て
も
、
こ
れ
ほ
ど
の
量
を
集
め
た
も
の
は
な
く
、
本
稿
本
所
収
本
が
現
存
唯
一
の
写
本

と
い
う
資
料
も
複
数
含
ま
れ
る
。
そ
う
し
た
貴
重
な
資
料
の
収
録
に
加
え
、
こ
れ
ほ
ど
の

量
を
一
つ
に
ま
と
め
た
網
羅
性
こ
そ
が
、
最
大
の
価
値
と
い
え
る
。

　

あ
さ
み 

け
い
さ
い　

承
応
元
年―

正
徳
元
年（
一六
五
二―

一
七
一一
）

江
戸
時
代
中
期
の
朱
子
学
者
。
近
江
国
高
島
に
生
ま
れ
る
。
京
都
で
医
業
に
就
き
、

後
に
山
崎
闇
斎
に
入
門
。
佐
藤
直
方
、
三
宅
尚
斎
と
と
も
に
崎
門
三
傑
の
一
人
に
数

え
ら
れ
る
。
垂
加
神
道
に
傾
斜
し
た
闇
斎
に
異
を
唱
え
破
門
と
な
る
が
、
闇
斎
没
後
、

闇
斎
学
へ
の
復
帰
と
継
承
を
目
指
し
開
塾
、
若
林
強
斎
や
山
本
復
斎
な
ど
優
れ
た
門

人
を
輩
出
し
た
。
主
著『
靖
献
遺
言
』は
幕
末
の
勤
王
運
動
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。

◆　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆

闇
斎
学
派
の
思
想
家
は
概
し
て
著
作
の
出
版
に
は
熱
意
を
示
さ
ず
、
絅
斎
の
資
料
も

そ
の
大
半
は
未
だ
に
公
刊
さ
れ
ず
に
膨
大
な
量
の
写
本
資
料
が
全
国
各
地
の
図
書
館

な
ど
に
点
在
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
資
料
は
閲
覧
・
利
用
に
大
き
な
制
限
が
あ
り
、

こ
の
こ
と
が
絅
斎
の
全
体
像
を
把
握
す
る
こ
と
を
困
難
に
し
て
い
る
。





【
凡　

例
】

本
全
集
稿
本
は
、上
巻
・
中
巻
・
下
巻
の
三
巻
本
で
あ
る
。
各
巻
の
構
成
は
、上
巻
が
「
舞

田
敦
編『
浅
見
絅
斎
全
集
稿
本
』解
題
」（
清
水
則
夫
執
筆
）と「
絅
斎
先
生
全
集 

上
」（
影
印
・

第
一
冊
〜
第
十
六
冊
）、
中
巻
が
「
絅
斎
先
生
全
集 

中
」（
影
印
・
第
十
七
冊
〜
第
四
十
冊
）、

下
巻
が
「
絅
斎
先
生
全
集 

下
」（
影
印
・
第
四
十
一
冊
〜
第
六
十
冊
）
と
「
跋
」（
三
浦
國
雄
執
筆
）

で
あ
る
。

  ﹇
解
題
に
つ
い
て
﹈

・
収
録
さ
れ
た
各
著
作
に
つ
い
て
、
内
容
の
概
略
、
講
義
筆
記
の
場
合
は
筆
録
者
、
成

立
時
期
、
敦
が
依
拠
し
た
底
本
、
現
存
す
る
他
の
伝
本
を
記
し
た
。
た
だ
し
国
文
学

研
究
資
料
館
『
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
』
に
よ
っ
て
検
索
可
能
な
も
の
は
、
原
則
的

に
省
略
し
た
。

・
す
で
に
翻
刻
や
影
印
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
漏
ら
さ
ず
記
載
す
る
よ
う
に
つ
と

め
た
。
ま
た
過
去
に
作
成
さ
れ
た
絅
斎
の
遺
文
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
も
、
明

記
す
る
よ
う
に
し
た
。

・
全
集
所
収
の
各
著
作
の
判
読
困
難
な
箇
所
、
あ
る
い
は
著
し
く
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う

な
脱
文
な
ど
に
関
し
て
は
、【
補
記
】
と
い
う
形
で
補
っ
た
。
そ
の
際
に
依
拠
し
た

テ
キ
ス
ト
は
、
す
べ
て
明
記
し
て
あ
る
。

上　

巻
（
七
三
三
頁
）

舞
田
敦
編
『
浅
見
絅
斎
全
集
稿
本
』
解
題
（
清
水
則
夫
）

　

大
東
文
化
大
学
図
書
館
蔵
『
絅
斎
先
生
全
集
』
に
つ
い
て

　

付
表
『
絅
斎
先
生
全
集
』
目
録 

　

各
冊
解
題

絅
斎
先
生
全
集 

上　
　

壱
（
凡
例
／
目
録
／
表
／
年
譜
略
／
実
紀
）　　

二
（
文
集 

一
）　　

参
（
文
集 

二
）　　

四（
文
集 

三
）　　

五（
手
簡
）　　

六（
箚
録 

上
）　　

七（
箚
録 

下
）　　

八（
答
問
）　　

九（
語
録
）　　

十（
靖

献
遺
言 

一
〜
四
）　　

十
一
（
靖
献
遺
言 

五
・
六
）　　

十
二
（
靖
献
遺
言 

七
・
八
）　　

十
三
（
靖
献
遺
言
講

義
／
靖
献
遺
言
附
講
）　　

十
四
（
忠
孝
類
説
／
赤
城
忠
士
筆
記
／
赤
穂
四
十
六
人
辨
）　　

十
五
（
氏
族
辨
證

／
氏
族
辨
證
附
録
）　　

十
六
（
聖
学
図
講
義
／
白
鹿
洞
書
院
掲
示
集
註
講
義
）

中　

巻
（
六
七
七
頁
）

絅
斎
先
生
全
集 

中　
　

十
七
（
大
家
商
量
集
講
義
）　　

十
八
（
玉
山
講
義
師
説
）　　

十
九
（
拘
幽
操
師
説
）　　

廿
（
敬
斎
箴
師
説
／
敬
斎
箴
附
録
師
説
）　　

廿
一
（
朱
子
社
倉
法
師
説
）　　

廿
二
（
雑
講
義
）　　

廿
三
（
雑

筆
記
）　　

廿
四
（
小
学
雑
説
）　　

廿
五
（
大
学
雑
説
）　　

廿
六
（
絅
斎
先
生
朱
批
大
学
伝
五
章
講
義
／
校
定

大
学
伝
五
章
講
義
／
佐
藤
三
宅
二
家
批
評
浅
見
安
正
大
学
伝
五
章
講
義
抄
謄
）　　

廿
七
（
辨
大
学
非
孔
書
辨
／

辨
大
学
非
孔
書
辨
講
義
）　　

廿
八
（
批
大
学
辨
断
）　　

廿
九
（
論
語
筆
記 

一
）　　

三
十
（
論
語
筆
記 

二
）　

卅
一
（
論
語
筆
記 

三
）　　

卅
二
（
論
語
雑
説
）　　

卅
三
（
博
施
済
衆
章
筆
記
／
博
施
済
衆
章
筆
記
抄
略
／
克

己
章
筆
記
／
評
本
克
己
章
筆
記
）　　

卅
四
（
仁
説
問
答
師
説
）　　

卅
五
（
異
本
仁
説
問
答
師
説
／
附
録 
又
論

仁
説
講
義
）　　

卅
六
（
仁
説
問
答
筆
記
／
仁
説
問
答
師
説
抄
略
）　　

卅
七
（
孟
子
雑
説
）　　

卅
八
（
孟
子
浩

然
章
講
義
）　　

卅
九
（
中
庸
雑
説
）　　

四
十
（
太
極
図
説
筆
記
）

下　

巻
（
七
二
七
頁
）

絅
斎
先
生
全
集 

下　
　

四
十
壱
（
性
理
字
義
講
義 

上
）　　

四
十
二
（
性
理
字
義
講
義 

下
）　　

四
十
三
（
西
銘
参

考
／
西
銘
考
説
／
薛
氏
西
銘
諸
説
）　　

四
十
四
（
程
子
論
性
諸
説
／
程
子
論
性
諸
説
）　　

四
十
五
（
敬
義
内
外

説
／
敬
義
内
外
説
師
説
）　　

四
十
六
（
四
箴
附
考
／
四
箴
附
考
師
説
）　　

四
十
七
（
易
学
啓
蒙
講
義 

一
）　

四

十
八
（
易
学
啓
蒙
講
義 

二
）　　

四
十
九
（
易
学
啓
蒙
講
義 

三
）　　

五
十
（
易
学
講
習
別
録
／
易
学
啓
蒙
序
師
説

／
易
学
啓
蒙
序
講
義
略
）　　

五
十
一
（
啓
蒙
補
要
解
師
説
）　　

五
十
二
（
朱
易
衍
義
講
義
）　　

五
十
三
（
卦
変

諸
説
／
卦
象
集
説
）　　
五
十
四
（
増
補
易
説
備
考
）　　
五
十
五
（
易
学
雑
説
）　　
五
十
六
（
洪
範
師
説
）　　
五
十

七（
感
興
考
註
講
義 

上
）　　
五
十
八（
感
興
考
註
講
義 

下
）　　
五
十
九（
喪
祭
小
記
／
喪
祭
略
記
）　　
六
十（
諸
図
）

跋
（
三
浦
國
雄
）

【
監
修
者
略
歴
】

清
水
則
夫
（
し
み
ず 

の
り
お
）

一
九
七
五
年
栃
木
県
生
ま
れ
。
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得

退
学
。
博
士（
文
学
）。
明
治
大
学
理
工
学
部
准
教
授
。
近
世
日
本
思
想
史
専
攻
。
論
文―

「
十

八
世
紀
前
半
の
朱
子
学
者
に
つ
い
て―

―

徂
徠
以
後
の
朱
子
学
者
」（『
土
田
健
次
郎
教
授
退

職
記
念
論
集 

朱
子
学
と
そ
の
展
開
』汲
古
書
院
）、「
浅
見
絅
斎
の「
大
義
名
分
」の
再
検
討
」（『
日

本
思
想
史
学
』
四
八
号
）

三
浦
國
雄
（
み
う
ら 

く
に
お
）

一
九
四
一
年
大
阪
市
生
ま
れ
。
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
（
中
国
哲
学
史
）

中
途
退
学
。
文
学
博
士
（
大
阪
市
立
大
学
）。
大
阪
市
立
大
学
名
誉
教
授
。
中
国
思
想
史
・
東

ア
ジ
ア
比
較
文
化
論
専
攻
。
主
著―

『
朱
子
と
気
と
身
体
』（
平
凡
社
）、『
不
老
不
死
的
欲
求

―
―

三
浦
国
雄
道
教
論
集
』（
四
川
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